
○評価方法

　事務事業の外部評価は、これまで庁内で実施してきた内部評価の方法と同様に、
事務事業の目的や目標、事業コストなどの現状を把握して、目的妥当性、有効性、
効率性及び公平性の４つの評価基準で評価し、評価結果から事務事業の今後の方
向性をまとめました。

事務事業の現状把握

事業目的、内容、目標（成果指標）、コスト、開始理由、議会・市民意見把握

１．目的妥当性
評価

２．有効性評価

３．効率性評価

４．公平性評価

①政策体系との整合性

・事務事業の目的がまちづくりの課題解決に結びつくのか？

②公共関与の妥当性

・なぜ、この事務事業を市が行わなければならないのか？

③事業目的（対象・意図）の妥当性

・事務事業の目的は妥当なのか？

④事務事業の成果向上余地
・事務事業のやり方・進め方を見直すことで成果向上が期待で
きるのか？

⑤類似事務事業との統合・連携の可能性

・類似事務事業がある場合、統合・連携ができるのか？

⑥事業費・人件費の削減余地
・事務事業の成果を低下させずに事業費・人件費（業務所要時
間）を削減することができるのか？

⑦受益者負担の適正化

・事務事業の受益者は誰か？

・受益者が特定される場合、受益者負担を求めているのか？

・現行の受益者負担は適正なのか？

①廃止・休止 ③事業統合・連携

⑤事業のやり方

改善（コスト削減）

⑥受益者負担

の適正化

事務事業の評価

事務事業の方向性

②目的（対象・意
図）再設定

④事業のやり方

改善（成果向上）

⑦現状維持


